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わたしにはお兄ちゃん一人とお姉ちゃん二人がいます。だから、教科書は小学校にあ

がる前から手にとって読んでいました。 

国語の教科書は分からない漢字に読みがなが書いてあったり、分からなくても下の方

に意味や読み方などがのっていて、読んでいて楽しくおもしろかったです。 

早く小学校に行って教科書がほしいなあと思っていました。 

入学式も楽しみだったけれど、教科書が配られるのが待ちどおしかったです。 

先生からくばられた教科書はピカピカでおり目がついていなく、早く家に帰って読み

たいなあと思いました。 

家に帰ると、さっそく教科書を読みました。一番に手にとったのは、図工の教科書で

す。なぜなら、わたしは絵をかいたり、ねん土で形をつくったり、あき箱やコップなど

をつかって物を作るのが大すきだからです。 

ようち園では、先生が前もって作ってきてくれた作品をお手本にして絵をかいたり、

工作をしたけれど、小学校では教科書の写真を見て、ざいりょうや道具を自分でそろえ

て、作品が作れたので毎回ワクワクしてじゅぎょうにとりくみました。 

お母さんに足らないざいりょうを用意してもらうのに教科書を見せることもしばし

ばありました。わたしは、せつめいがしやすいので教科書がなかったらせつめいが大へ

んだったな、教科書があってよかったなあと思いました。 

今回、この作文を書くために、お母さんに一年生のときの教科書を出してもらいまし

た。 

わたしはお母さんが大事に教科書をとっておいてくれたことにおどろきました。また、

大切にとっておいてくれたことがうれしかったです。むかしの楽しかった思い出を思い

出しました。 

だから、すぐに図工の教科書を見ました。ねん土でリスのお家をつくったらじゅぎょ

うさんかんの時にお母さんにじょうずにできたねとほめられたことや、うさぎの町の工

作画を作ったら作品てんに出してもらえたことなど思い出しました。どれも楽しい思い

出がよみがえり、わたしはえがおになり、心がほんわかしてきました。 

わたしの教科書は思い出のつまった絵のようであり、あたたかい言葉がつまった本の

ようです。わたしは本が大すきなので、本のように教科書もわたしの大切なお友だちで

す。 

いままでもらった教科書とこれからもらう教科書のりょうほうを、大切につかってい

きたいです。 

  


